
（１）2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
No 達成度

(%)

経1 2019年 4 件 2021年 6 件 2030年 24 件 10%

社2 2019年 47 名 2021年 49 名 2030年 77 名 6%

環3 2020年 801 ｍ 2021年 1043 m 2024 1,550 ｍ 32%

（２）⾃治体SDGsの推進に資する取組の達成状況（2021年〜2023年）

No 取組名 指標名 達成度
（％）

1
林業と観光業の総
合的な事業運営に
よる産業創出

起業⽀援数 2019年 4 件 2021
年 6 件 2030年 24 件 10%

2 林業のブランディング
による差別化

「郷⼠の家」取扱い⼯
務店数 2020年 6 店 2021

年 6 店 2024年 8 店 0%

3 流通管理による最
適な⽊材供給

⼗津川材を活⽤した
年間建築⼯事件数 2018年 49 件 2021

年 45 件 2024年 70 件 64%

4 インバウンド旅⾏者
の拡⼤ インバウンド旅⾏者数 2019年 1,329 名 2021

年 8 名 2023年 2,000 名 -197%

5 新たな産業創出によ
る若者移住促進 若者転⼊者数 2019年 47 名 2021

年 49 名 2023年 77 名 6%

6・1
林業６次産業化の
推進による従事者の
確保（⼀次産業）

従業者数 2018年 85 名 2021
年 80 名 2024年 110 名 -20%

6・2

林業６次産業化の
推進による従事者の
確保（⼀次産業以
外）

従業者数 2018年 22 名 2021
年 19 名 2024年 40 名 -17%

7 実践的な⼈材育成
システム構築 フォレスター数 2020年 0 名 2021

年 0 名 2023年 2 名 0%

8
⺠泊による空き家／
廃校施設の有効活
⽤

空き家バンク成約件
数 2019年 9 件 2021

年 9 件 2024年 22 件 0%

9 森林保全による防
災機能強化 林道の新規開設 2020年 801 ｍ 2021

年 1,043 ｍ 2024年 1,550 ｍ 32%

10 景観の改善による観光⼈⼝拡⼤ 観光客⼊込客数 2019年 730,638 名 2021
年

454,470 名 2024年 825,000 名 -293%

当初値 2022年
実績

2023年
⽬標値

2023年
実績

2021年
実績

若者転⼊者数【11,11.3】

林道の新規開設【13,13.1】
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11 ⽣物多様性の維持・確保
シンボル種の選定と保
全⼿法の開発 2019年 0 種 2021

年 0 種 2021年 5 種 0%

12 流通⼀元管理によるリサイクルの促進 村内⽊材利⽤率 2019年 0.48 トン 2021
年 3.4 トン 2023年 2.25 トン 164%

（３）ＳＤＧｓ未来都市計画推進のKPI達成に係る評価及び課題等

　観光分野では新型コロナウイルスの感染拡⼤により、特に⼤きな影響を受けている。⾃治体SDGsの推進に資する取組の中の観光⼈⼝やインバウンド旅⾏者の
拡⼤については、⽬標から⼤きく達成できていない。しかし、前述のワーケーション施策を展開させることにより、⼀過性の観光客の増加を⽬的とするのではなく、定住
⼈⼝の増加が期待できる。また、ワーケーションの受⼊環境の整備は、インバウンド旅⾏者とのニーズと重なる部分が多いため、ウィズ・アフターコロナを⾒据えて、受
⼊環境の強化を進めている。
　林業分野においては、施業に関するガイドラインの運⽤を開始し、従業者の安全と環境の保全に配慮した森林づくりを進めている。
　また、⽊材利⽤については、村産材による産直住宅の都市部での建築が⼀定の成果を上げており、さらなる実績の増加に向けて取り組んでいる。また、⽊質バイ
オマス燃料の活⽤に関する検討を進めていく。

当初値 2021年
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2022年
実績

2023年
実績

2023年
⽬標値




